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1913年　下館市上平塚に生まれる
1931年　真岡中学校卒業後、上京。
　　　　プロレタリア美術研究所で学ぶ。
　　　　その後、版画を始める。
1977年　下妻市で個展。NHK美術館
　　　　「私とミレー」出演
1988年　茨城県近代美術館
　　　　　「現代茨城の美術展」出品

1995年　下館市主催
　　　　　「画業65周年　飯野農夫也画業展」
1997年　銀座秀朋画廊にて個展
2001年　長野県北御牧村立梅野記念絵画館
　　　　　「飯野農夫也と郷友展

表紙　たすき（1990）
題字　林崇威（りんすうい）
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　Ｄ2820は、地区補助金を活用した奉仕活動を積極的に推進しています。

地区補助金は、ロータリーが地域社会の課題に向き合い、それぞれの地域に根差した特色ある奉仕活

動を実践するための、大変有効な制度です。今年度は50クラブがこの制度を積極的に活用し、地域に

密着したインパクトのある事業に取り組みます。

　各クラブには、それぞれの歴史があり、地域との信頼関係があります。その歴史を大切に受け継ぎ

ながら、地域性を生かし、クラブならではの特色を発揮することが、他にはない魅力ある奉仕活動に

つながります。環境保全、青少年育成、国際交流、地域社会の発展など、地域のニーズは多岐にわた

ります。そうした課題に真摯に向き合い、地域に必要とされる事業を展開することで、ロータリーの

存在価値はさらに高まります。

　一つのクラブの活動が地域に変化をもたらし、50クラブがそれぞれ行動すれば、その力は地区全体

へと広がります。それは、魅力ある強いクラブづくり、さらには強い地区づくりへとつながっていき

ます。また、その活動を積極的に発信することで、ロータリーへの理解と共感が深まり、公共イメー

ジの向上や会員増強にも結び付いていくでしょう。

　ぜひ、他クラブの奉仕活動にも積極的の関心を持ち、実際に足を運んで参加してみてください。他

クラブの取り組みには、新たな気づきや学び、そして自クラブの活動をさらに発展させるための多く

のヒントがあります。クラブの歴史や地域性はそれぞれ異なりますが、その違いこそが地区全体の大

きな財産です。それぞれの地域の実情に合わせて工夫を重ねながら活動を実践することで、より特色

があり、地域に大きなインパクトを与える奉仕活動へと発展していきます。

　歴史を大切にしながら新しい発想を取り入れ「エンジョイロータリー！！！ そしてスマートに…」

の精神のもと、奉仕活動を楽しみ、仲間との出会いを楽しみながら、ロータリーの行動計画を意識し、

連携と学びを深めていきましょう。そして、より効果的で持続可能な奉仕活動を実践し、地域の未来

を明るく切り拓いていきましょう。

ガバナーメッセージ

　　　　　　　国際ロータリー第2820地区
　　　　　　　2026-2027年度

　　　　　　　ガバナー　笠　倉 　　勉（しもだて紫水RC）
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　基本的教育と識字率向上月間　がある理由
　R.I.は９月を「基本的教育と識字率向上月間」と定め、クラブに対し識字プロジェクトの実施や啓
発を呼びかけています。月間を設けることで
　会員自身の問題意識を高める
　地域社会に識字の重要性を広く伝える。
　新しいプロジェクトのきっかけを作るといった効果が期待されており、活動の優先度を明確にする
　意味があります。
　ロータリーだからできる役割
　ロータリーは世界に約120万人の会員がネットワークを持つ団体で奨学金やグローバル補助金を通
じて学校整備、教師研修、成人識字教室などに取り組んでいます。
　地元クラブレベルでも、読み聞かせ活動、学習支援、教材提供など地域のニーズに即したプロジェ
クトを実施しており「世界と地域をつなぐ教育支援」が出来るのが特徴です。
　読み書きの出来ない15才以上の人の数は、世界に七億五千万人。これは世界の成人の17パーセントに当
たります。しかも、学校へ通っていない子供は、世界に6700万人いると言われています。地域社会が自
力で学校を支え、教育における性差別を減らし、成人の識字率を高めるよう支援ことが私たちの目標です。
　教育の目的「よく生きること」
　よく生きるとは
　⑴　多様な選択肢のある人生を歩むこと
　⑵　正常に機能する社会の形成に貢献すること
　⑶　その為には物事の深い理解。つまり自分の考えを自分の言葉で言える。(表現、説明)出来るこ
　　　とが求められる。
深い理解を自分の言葉で言える為には、基本的教育の充実と識字率の向上が必要です。
この実現には三つの教育が欠かせません。それは（学校教育）（家庭教育）（社会教育）です
　⑴　学校教育のうち、幼稚園、小学校は初等教育、
中学校高等学校を前期及び後期の中等教育、大学、短大大学、大学院などは高等教育です。
　⑵　家庭教育は家での教育であり、担い手は保護者です。
　⑶　社会教育は公共の施設である美術館、博物館、公共図書館などの社会教育施設
民間が運営する学習塾、予備校、英会話やスポーツジム文化団体、やロータリークラブ、ライオンズ
クラブなどで民間教育施設などが含まれます。
これらの３つの教育が充実し連携して、初めて一人一人が［よく生きる］為の教育が成り立ちます。
日本はこれが上手くいっている国の一つで世界でも有数の教育国です。
　まとめ
　子供から大人まで誰でもが読み書きと基礎教育を受けられる様、教師研修、学校環境整備、識字プ
ログラムを通じて地域教育を高めることを目的とした重点分野で教育へのアクセス拡大と識字率の向
上を通じ、貧困の連鎖を断つことができます。文字読み書きが出来ないと
　⑴　学校や職業訓練の内容が理解できない。
　⑵　医療や保険、行政の手続きの情報が読めない。
　⑶　お金や契約に関する説明が理解しずらい。
など一般生活において不便を感じることが多いです。

特別月間　基本的教育と識字率向上月間寄せて

　　　　　国際ロータリー第2820地区
　　　　　2026-2027年度

　　　　　青少年奉仕担当カウンセラー　池　田　正　純（牛久RC）
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　「ロータリーの友」はロータリアンがロータリーライフを深めるため、そしてRIとのつながりを

結ぶ大切なコミュニケーションツールです。９月の「ロータリーの友」月間に、あらためて誌面の魅

力や読む意義を伝えるためのアプローチをご提案いたします。

ただ読んでくださいと呼びかけるだけでは、なかなか手に取ってもらいづらいため、「例会との連動

」や「自分の好きなページ」を見つけてはいかがでしょうか。地区代表理事会での全国のロータリア

ンが「ロータリーの友」をどのように活用しているのか、まとめてみました。

１.　例会プログラム・卓話でのアプローチ

　　「ロータリーの友」見どころ５分間スピーチ

　　　　例会の冒頭の時間を利用しての特に読んでほしい記事（他クラブの気になった奉仕活動事例

　　　　など）ワンポイント解説。全国のロータリアンがどう「友」を活用しているかについての卓話

２.　みんなが読む習慣を生むために

　　「友」を使ったミニ・ディスカッション

　　　今月号の奉仕事例について「我がクラブならどう取り組めるか」をテーマにグループで話し合う

　　 クイズやアンケートの実施

　　　「今月号の表紙について」「特集記事からの出題」といった簡単なクイズをゲーム感覚で開い

　　　てもらう

３.　会報・広報・デジタルの活用

　　地区ガバナー月信でのコメントを掲載

　　　新入会員に向けてのロータリーの理解促進と身近さを感じる大きな手助けとする読み方ガイド

　　　の作成

　９月の月間中に上記のような取り組みの提案やご協力を、クラブ内で呼びかけてみはいかがでしょ

うか。

　皆さまの声をおきかせください。よろしくお願いいたします。

特別月間　ロータリーの友月間
　

　　　　　国際ロータリー第2820地区
　　　　　2026-2027年度

　　　　　ロータリーの友地区代表委員　糸　川　秀　樹（しもだて紫水RC）
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　第2820地区の皆様には、日頃よりロータリー財団にご理解とご協力をいただきまして誠にありがと
うございます。
　2026年7月18日（土）ホテル日航つくばにおいて、第2820地区ロータリー財団研究会が行われました。
　冒頭、笠倉ガバナーより挨拶と本年度地区ロータリー財団の方針が示され、寄付目標として、年次
基金一人150ドル、ポリオプラス基金一人30ドル、恒久基金（ベネファクター）各クラブ1名以上、ポ
ールハリスソサエティ（PHS） 地区100名以上、ポリオプラスソサエティ（PPS）現会員数プラス各
クラブ1名以上を目指すことが説明されました。
　続いて、第1地域ロータリー財団地域コーディネーター新井和雄様より、ロータリー財団の現状に
ついて講演がありました。世界大会での経験を交え、当地区のＰＨＳが100名に達したことや、地区
補助金支給額が約1200万円に及ぶことなど、財団活動の現状が紹介されました。
　その後、各委員長から地区補助金、グローバル補助金、資金管理、ロータリーカード、平和フェロ
ーシップ、ポリオに関する説明が行われました。
　その中でも、地区補助金では、今年度50クラブ中49クラブが申請するなど、各クラブの積極的な活
動が報告されました。　　
　最後に、本年度のポリオイベントについて案内がありました。10月24日（土）、筑西市「道の駅グ
ランテラス筑西」にて、講話やストーリーテリング、清掃活動、募金活動、ステージパフォーマンス
などが予定されています。各クラブからの積極的な参加と、PPSへの協力、Ｔシャツ、エコバッグの
購入についても呼びかけがありました。
　講評をガバナーエレクト清野宏之様、所感をガバナノミニー金澤卓也様が述べ、最後に笠倉ガバナ
ーの点鐘で終了となりました。ご参加の皆様ありがとうございました。

研究会報告研究会報告 ロータリー財団担当カウンセラー兼総括委員長　大　野　治　夫（つくば学園RC）
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　７月19日（日）、ホテルニューつたやにおいて、2026-2027年度「青少年奉仕・ローターアクト研究
会」を開催いたしました。
　午前の部では、笠倉勉ガバナー、池田正純青少年奉仕カウンセラーからご挨拶をいただいた後、青少
年奉仕委員会の事業報告と新年度の活動方針、青少年交換委員会からの報告を行いました。その中で長
期交換アウトバウンド生として８月からアメリカに派遣される和田拓朗さんの紹介・壮行を行いました。
　続いて、ローターアクト委員会から活動報告と新年度の方針が発表されました。若いローターアク
トの皆さんの活動は、クラブと青少年の架け橋として、また青少年たちの活動の手本として、大変有
意義なものであります。
　午後には、インターアクト委員会の報告・活動方針を説明するとともに、各インターアクトクラブ
から日頃の活動について報告いただきました。インターアクトクラブの真摯な活動の様子は、いつも
ロータリー活動への大きな刺激になります。
　続いて、青少年並びにライラ委員会から、５月に行われたRYLAセミナーの報告を中心に発表が行
われました。
　また、ミャンマー出身で2020年米山奨学生のメイ・スイートさんを講師に迎え、「私の研究・社会
への貢献とロータリーの支え」と題してご講演いただきました。日本で学び、現在は企業の研究者と
して活躍するメイさんの経験を通じて、国を越えた人との出会いやロータリーとのつながりが、一人
の若者の成長やその後の社会への貢献につながっていくことを感じる機会となりました。
　研究会の最後には、「青少年奉仕における国際交流」をテーマにグループディスカッションを行い
ました。参加者それぞれの身近な国際交流の経験や、「これからどのような交流をしてみたいか」な
どについて、世代や立場を越えて活発な意見が交わされました。
　当地区では、長期・短期青少年交換をはじめ、インターアクトやRYLAなど、青少年が普段の学校
生活だけでは得ることのできない人や社会と出会う機会を提供しています。国際交流も、単に海外へ
行くことだけを意味するものではありません。地域に暮らす外国出身の方々との交流や、交換学生を
地域に迎えることなど、身近なところにも多くの機会があります。
　青少年奉仕において大切なのは、私たちロータリアンが一方的に何かを「与える」ことではなく、
青少年と共に考え、異なる文化や価値観に触れ、互いに学び合うことではないかと思います。今回の
研究会が、参加された皆様にとって、それぞれのクラブや地域で新たな交流を生み出すきっかけとな
れば幸いです。
　最後になりましたが、ご参加いただいた皆様、ご発表・ご講演いただいた皆様、そして研究会の開
催にご尽力いただいたすべての関係者に心より御礼申し上げます。

研究会報告研究会報告 青少年奉仕総括委員長　宇留野　秀　一（水戸南RC）
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公 式 訪 問 報 告

公 式 訪 問 報 告

公 式 訪 問 報 告

　７月15日（水）、笠倉勉ガバナーをお迎えして、公

式訪問例会を執り行いました。　クラブ協議会は事

前に行われていて、当日はクラブ座談会という初の

試みでしたが、会員の様々な意見をお聞きいただき、

実りある座談会となりました。

　７月16日（木）公式訪問を行いました。境町役場

への表敬訪問では互いの国際協力や交流等をお話し

ました。また、クラブ内の座談会では会員を増やす

事の必要性や退会防止会員の維持についてご指導頂

き、何よりロータリークラブの品位についてをご指

導ご意見を頂きました。今後のクラブ運営の糧とな

る多くのお話を頂きありがとうございました。

　笠倉勉ガバナーをお迎えしクラブ座談会を開催。

女性会員の入会促進、広報・SNS活用、クラブ増強

策、新規事業の地域連携など地区共通の課題を巡り

活発に意見交換が行われました。ガバナーの広い視

野に基づくご指導に深く感謝申し上げます。今後の

運営に生かしてまいります。

水海道ロータリークラブ　７月15日

境ロータリークラブ　７月16日

友部ロータリークラブ　７月21日



− 9 −

2029－2030年度地区ガバナー候補者推薦のお願い
（ガバナーノミニー・デジグネートの推薦）

　このことは、2012年５月26日の指名委員会・ガバナー補佐合同会議、及び2012年８月18日の諮問委
員会において、今後の第2820地区ガバナーノミニーの選出が、ガバナー及び輩出クラブの負担軽減を
含めスムーズに行われるよう、現行制度を改革する案が協議され選出ブロックから推薦される方法が
採択されております。加えて、2026年度の戦略計画委員会に於いて新たな分区構成が７つの分区とな
り、ガバナーノミニー選出ブロックは下記の通りの変更が採択されました。

協議事項１.　第2820地区の７つの分区を以下の４つのブロックにする。
　　　　　　　　第１ブロック　第１分区、第２分区
　　　　　　　　第２ブロック　第３分区
　　　　　　　　第３ブロック　第４分区、第５分区
　　　　　　　　第４ブロック　第６分区、第７分区

協議事項２．省　略

協議事項３．ガバナーノミニーの選出ブロック順は以下となる。
　　　　　　　　2027-28  ガバナーノミニー（29-30ガバナー） 第１ブロック
　　　　　　　　2028-29  ガバナーノミニー（30-31ガバナー） 第３ブロック
　　　　　　　　2029-30  ガバナーノミニー（31-32ガバナー） 第４ブロック
　　　　　　　　2030-31  ガバナーノミニー（32-33ガバナー） 第２ブロック

2029-2030年度ガバナー（ガバナーノミニー・デジグネート）については、協議事項３により、第１
ブロックより選出されることとなりますので、第１ブロック内のクラブよりご推薦いただき、2026年
12月10日までにガバナー事務所にご連絡ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2026-2027年度2820地区ガバナー指名委員会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委員長　　　新井　和雄
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副委員長　　大野　治夫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委　員　　　大久保博之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委　員　　　大髙　司郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委　員　　　瀬戸　隆海

ガバナーノミニー・デジグネートガバナーノミニー・デジグネートガバナーノミニー・デジグネートガバナーノミニー・デジグネートガバナーノミニー・デジグネートガバナーノミニー・デジグネートガバナーノミニー・デジグネートガバナーノミニー・デジグネートガバナーノミニー・デジグネートガバナーノミニー・デジグネートガバナーノミニー・デジグネートガバナーノミニー・デジグネートガバナーノミニー・デジグネートガバナーノミニー・デジグネートガバナーノミニー・デジグネートガバナーノミニー・デジグネートガバナーノミニー・デジグネートガバナーノミニー・デジグネートガバナーノミニー・デジグネートガバナーノミニー・デジグネートガバナーノミニー・デジグネートガバナーノミニー・デジグネートガバナーノミニー・デジグネートガバナーノミニー・デジグネートガバナーノミニー・デジグネートガバナーノミニー・デジグネートガバナーノミニー・デジグネートガバナーノミニー・デジグネートガバナーノミニー・デジグネートガバナーノミニー・デジグネートガバナーノミニー・デジグネートガバナーノミニー・デジグネートガバナーノミニー・デジグネートガバナーノミニー・デジグネートガバナーノミニー・デジグネート
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地区補助金事業紹介

101

No

102

103

104

105

106

107

日　立

クラブ名

地域社会の
経済発展

活動の種類

基本的教育
と識字率向
上

地域社会の
経済発展

地域社会の
経済発展

基本的教育
と識字率向
上

基本的教育
と識字率向
上

基本的教育
と識字率向
上

「ラグビーのまち日立を活性化するプロジ
ェクト」〜青少年育成と地域交流の推進〜
2027/2/20

プロジェクト名・日程

プロサッカーチームよる日立市内小学生
サッカー教室
2026/12/1-2027/1月末日

高萩市 地域猫TNR支援事業〜人と猫が
共生できるまちづくりプロジェクト〜
2026/7/1-2026/11/22

第３回　キッズスプリントアカデミー
2026/7/1-2027/6/30

日立港RC杯青少年育成中学校スポーツ大
会（男子：野球、女子：バスケットボール）
2026/9/1-2027/3/31

名球会江藤慎一記念杯少年野球大会
（第25回大会）の支援
2027/4/1-2027/5/30

ひたち郷土かるた普及促進事業
2026/8/1-2027/4/1

株式会社日立製作所ラグビー部「サンネクサス」様と地
域の小中学生に対してラグビー教室を行うことにより、
ラグビーのまち日立の魅力を再発信し、青少年の健全育
成と地域活性化を目的に地元チームと連携した体験・交
流事業を実施する。

活動の内容

地域の小学生に対し、プロチームとの交流を通じて健全
な心身の育成とスポーツを通じた社会性の向上を図る事
を目的とし、子供達が地元プロスポーツチームと触れ合
う機会を提供し、地域コミュニティの活性化にも寄与す
る。

高萩市内において、地域猫TNR活動の支援と啓発を行
い、不幸な猫を増やさない仕組みづくりを進める。市民
への理解促進を通じ、人と猫が共生できる地域社会の実
現を目指す。支出内容(猫の捕獲機、捕獲指導研修費、
啓発用チラシ等）

2024年に開催された第１回に引き続き、北茨城市出身の
陸上競技選手・山﨑謙吾氏を講師に迎えて北茨城市およ
び近隣市町村の小学１〜６生を対象に走り方教室を行う。

野球大会は市内南部地区中学校の参加校が減少したため、日立市内
全域を対象としている。女子バスケットボール大会は市内南部地区
５校と近隣中学校1校を対象としている。部員の減少でチームとし
て試合に出場できない学校もあり、合同チームとして参加し、多く
の生徒が体験できるよう学校側と協議し大会を継続して行きたい。

野球のルールを守ることの大切さを学ばせ、同じ地域で
同じスポーツをする少年たちが交流して親睦を深めるこ
とにより、青少年の健全育成を図ることを目的に支援す
る。（本大会は2027年第25回名球会江藤慎一記念杯少年
野球大会）

学童クラブにかるた競技盤を配布し、体験活動や大会を
通じて郷土文化の普及と児童の育成、地域交流の促進を
図る事業です。

日立南

高　萩

北茨城

日立港

日立北

日立中央

第 １ 分 区

201

No

202

203

204

205

206

那珂湊大洗

クラブ名

基本的教育
と識字率向
上

活動の種類

地域社会の
経済発展

地域社会の
経済発展

基本的教育
と識字率向
上

基本的教育
と識字率向
上

基本的教育
と識字率向
上

障害者との親睦ボウリング大会
2026/10/22-2026/10/22

プロジェクト名・日程

お子様からお年寄りまで市民の集まる憩
いの場づくり
2026/7/10-2026/7/20

大子清流高校の知名度向上支援（モンベ
ルと協力関係構築のお手伝い）
2026/10/10～

第３回　キッズスプリントアカデミー
2026/7/1-2027/3/31

児童養護施設におけるグランド整備と遊
具の設置プロジェクト
2026/10/1-2027/3/31

障害を持つ子供たちの育成支援
2026/7/1-2027/3/31

障害福祉サービス事業所に通所している障害を持つ方々
と那珂湊・大洗ロータリークラブの会員が共にボウリン
グのゲームを楽しむことで、交流を図り、彼らを支援す
る一助としたい。

活動の内容

市役所に隣接し新たに整備された大規模な商業エリア（
新設の町名：まいづる町）で、来庁者や買い物、散歩な
どに訪れる市民の皆さんの「憩いの場」として、公園ス
ペースにベンチを設置し交流人口を活発にして賑わいの
ある地域づくりに貢献していきたい

地元高校の入学志願者数を増やすためのイメージアップと知名度
の向上支援。生徒の農林業の授業で着用するウェアをモンベルか
ら購入し提供する。着用した作業風景を、モンベルのフレンドショップ

（ネット）に掲載し、農産品の販売だけでなく高校の授業環境を広
報する。（モンベル会員120万人）支出内容ユニフォーム購入費
このプロジェクトでは、障害者の社会進出を狙いとしています。カメラの撮り方や写真の作り方を体
験することで、機械を使う楽しさ職業に対する考え方を少しでも意識してもらえるようにする。さらに
桜の植樹を行い、その育成並びその過程の撮影を行う。又、茨城大学教育学部の生徒に参加し
てもらうことで指導者育成にもつなげる。そして、クラブ会員との交流、展示会を通して企業との交
流も多くなっていけば、お互いの理解も深まり、障害者への理解を深め就職への足がかりとする
①児童養護施設グランドの整備(山砂・川砂)や、遊具(森
の腰掛イモムシ・トンボ・バッタ）の設置。②園児、地
域住民、インターアクトとの交流として、バーベキュー
やゲーム大会を開催。以上より、子供たちが笑顔あふれ
る未来を歩めるよう支援を行います。

障害を持つ子供たちの知識向上に向けiPadの導入。急速
なデジタル化が求められる中教育的効果が高まり、情報
の提示、伝達と幅広く使用可能。本校児童GIGAスクー
ル構想にそってサポートする。一人一台のiPadを活用し
て単元授業等デジタル化へ

常陸太田

大　子

勝　田

東海那珂

ひたちなか

第 ２ 分 区
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301

No

302

303

304

305

306

307

水　戸

クラブ名

基本的教育
と識字率向
上

活動の種類

地域社会の
経済発展

地域社会の
経済発展

母子の健康

基平和構築
と紛争予防

基本的教育
と識字率向
上

基本的教育
と識字率向
上

貧困家庭の子供達への教育支援及び橋梁
建設事業IN　VNM
2026/7/1-2027/6/30

プロジェクト名・日程

スマイルリレープロジェクト
2026/10/1-2027/4/30

農業体験事業・収穫物の水戸フードパン
トリー協賛
2026/5/9-2027/3/25

水戸南ＲＣこども元気プロジェクト事業
2026/7/25-2027/3/20

2026‐2027
福祉ボランティア褒賞式･懇談会
2027/2/1-2027/4/30

茨城大学留学生との心の交流会
2026/9/1-2027/3/30

障がいのある子どもたちのアート展
「アールプリュット展」の開催
2027/2/2-2027/2/8

ベトナムでの貧困地区の小学校で開催される中秋祭（子
供の日）に参加して文具や備品・自転車等を寄贈する。
その他子供たちの通学の便改善のための橋梁建設を実施
する。子供や地域の方々が日本への理解を持つ機会とも
したい。

活動の内容

小学校卒業と同時に使わなくなるランドセル等の利活用 併せて笠間
市・笠間市内事業者にご協力頂き衣類・文具・スポーツ用品等も収集
し貧困な所へ寄付の活動を行うことで「持続可能なインパクト」地域
の活性化・ロータリーのイメージアップに寄与する事業。支出内容
（スポーツ用品購入費、ランドセル、スポーツ用品海外輸送費等）

青少年の健全育成のための体験型事業として農業体験・
米作り・イモ作り　収穫物を昨年まで実施していたフー
ドパントリーに提供することにより、幅広い地域貢献を
目指すもの、初年度は企画の基板を作りに重点を置く。

小学校の長期休暇中（夏休み・冬休み・春休み）の給食
が提供されない時期にあわせて、生活困窮世帯に対し食
料品や日用品を提供する。このプロジェクトを通して、
子供達の健康と健やかな成長に役立ちたい。

長年にわたり地域のためにボランティア活動で尽力され
てきた笠間市民の方々を、社会福祉協議会と連携し、奉仕
活動に対する感謝と励みとして市全体で25名程度の方々
へ褒賞を贈り、交流･懇談会を開催する。支出内容（褒
章用賞状、記念品等）

茨城大学の留学生を対象に、日本の文化・風習・食事を
通して日本人の生活に触れ、興味を持つことにより、よ
り深く日本の良さを知って頂くことで各国の留学生と日
本との文化の橋渡しをする

水戸市内の６特別支援学校から募集した絵画、陶芸、写真、
習字、工作等の作品約30点を展示します。その作品を作った
経緯や子どもたちの背景がわかるようなキャプションと共に
展示し、障がいを持つ子どもたちの可能性と希望を社会に発
信し、インクルーシプな地域社会の創造に寄与します。

笠　間

水戸西

水戸南

友　部

水戸東

水戸好文

第 ３ 分 区

401

No

402

403

404

405

古　河

クラブ名

地域社会の
経済発展

活動の種類

基本的教育
と識字率向
上

環　境

基本的教育
と識字率向
上

疾病予防と
治療

防犯カメラ設置
2026/12/1-2027/3/31

プロジェクト名・日程

第６回女子サッカー（U-15）
境ロータリークラブ杯
2027/3/1-2027/3/31

みんな集まれ憩いの里
2026/7/1-2027/6/30

学校施設への防災用テント寄贈事業
2026/9/1-2027/1/31

私立幼稚園助成プロジェクト
2026/11/1-2027/2/28

地域の安全向上を目的にして、古河市役所、古河警察署
の意見を伺い防犯上、課題のある場所に防犯カメラを設
置する奉仕する事業を実施し、犯罪抑止および住民の安
心感向上を図り自治体、地域団体と連携して継続的に地
域に貢献する事業とする。

活動の内容

サッカーの技術、戦術の向上はもとより、サッカーを通
じて心身を鍛えフェアプレーの精神を養い、正しく強く
優しさを持った人材を育てる事を目的とする。支出内容
（青少年女子サッカー大会運営費）

地元の住民と中学生と共に、里山整備（枯れ木・倒木伐
採処理・枯れ枝拾い・下草刈り）桜や山野草の植樹・巣
箱の整備等。プレイパークとして里山で「子どもの自由
遊び」の後援。支出内容作業時の機械使用料金

地域の学校に防災テント寄贈することにより、災害時にお
ける児童、生徒の安全の確保および避難環境の向上をはか
ることを目的とする。テントは運動会や学校行事にも活用
可能であり平常時・非常時の両面で役立つ。寄贈にあたっ
ては学校関係者との連携のもと活用方法につても共有する

近年、各種感染症の流行が見られる中、幼稚園での集団
生活においては継続的な感染症対策が重要である。本事
業では衛生資材を配布し、園児の健康と安全の確保を目
的とする。

境

岩　井

古河東

古河中央

第 ４ 分 区
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501

No

502

503

504

505

下　館

クラブ名

環　境

活動の種類

環　境

環　境

地域社会の
経済発展

基本的教育
と識字率向
上

『母子島遊水地』の環境保全と一大観光
地へ向けて
2026/7/1-2027/5/30

プロジェクト名・日程

環境保全と結城市健康の森フェスティバ
ル
2026/7/2-2027/4/30

ホタルの里整備事業
2027/2/1-2027/3/31

PresenTime！400秒で夢をつかめ！
Powered by PechaKucha
2026/10/1-2027/3/31

ハローワールド
2027/2/18

下館さくら衛星クラブや地域住民とともに、この母子島遊水地の環境保全
に努め、いつだれが来ても美しい遊水地を保ち、筑西市の一大観光地とす
る。また、多くの地域住民とともに恒例の花見例会を開催し、同時にワー
クショップを開催することで、この母子島の意義と防災対策について学ん
でいただく。支出内容ワークショップ会場整備費及びワークショップ運営費

活動の内容

環境保全の推進における取組として、結城市健康の森での活動を通し
ロータリーの活動を地域の皆様に広くアピールする。また、例年500名
を超える参加者が集う健康の森フェスティバルや、近隣の小学校によ
る健康の森での自然環境教育の支援活動を通し、里山の魅力にふれあ
って頂く。支出内容 里山環境保全及び自然環境保全教育への支援費

水辺環境の保護の観点から下妻ロータリーダークラブの継続事業
として長年続いている事業です。ホタルの生息する水辺環境の保
全と一般市民の憩いの場所をロータリアンとして奉仕の精神で整
備をし地域への奉仕の一助となる事業です。支出内容 ホタルの
里整備事業費用 ポンプ等修理、保護ネット、水辺保全砕石等

2820地区5分区内の各種団体及び個人に自身の活動を
PechaKucha形式を使用してプレゼンテーションしてい
ただく。社会奉仕部門・エンタメ部門に分けて、それぞ
れグランプリ・準グランプリを１名ずつ贈呈。支出内容 
受賞者への活動資金の拠出、イベントの運営費等

筑波大学の留学生と小学生（主に高学年）が交互に自国
の文化（言葉・民族衣装・料理など）を紹介をする国際
交流事業である。相互のコミュニケーションをはかりな
がら、国際理解を深める。

結　城

下　妻

しもだて紫水

筑西きぬ

第 ５ 分 区

601

602

603

604

605

606

607

608

609

No

石　岡

土　浦

土浦南

つくば学園

石岡87

土浦中央

つくばシティ

阿　見

つくば
サンライズ

クラブ名

地域社会の
経済発展

地域社会の
経済発展

地域社会の
経済発展

環　境

地域社会の
経済発展

地域社会の
経済発展／
環境
基本的教育
と識字率向
上

平和構築と
紛争予防

水と衛生

活動の種類
熱中症防止給水活動及びポリオ撲滅キャ
ンペーン in 2026石岡のおまつり
2026/9/19
霞ヶ浦総合公園ネイチャーセンター前ベ
ンチ修繕、テーブル付きベンチ寄贈
2026/10/1-2026/11/30

りんりんロード桜プロジェクトⅡ
2027/3/1-2027/3/31

ロータリーの森創生事業
2026/11/3

石岡市旧町名石碑メモリアルアトラス作
製プロジェクト
2026/4/1-2026/12/31

土浦名所花いっぱい運動
2026/7/2-2027/4/30

筑波大学大学院生奨学生募集
2026/7/1-2027/6/30

牛久警察署見学会＆バーベキュー交流会
2026/8/22

土壌改良剤で安心安全な農作物を子供た
ちに！
2026/8/1-2027/3/31

プロジェクト名・日程
石岡のおまつりは観光客が例年50万人以上の賑わいがあるのと同時に、熱中
症による救急車の出動も多発している。おまつりを見に来ていただいた観
光客に対し、熱中症予防に少しでも役立てればと思い無料で給水活動を行う
とともにロータリーの悲願であるポリオ根絶について観光客の皆さんにも
ご理解いただく。支出内容 熱中症対策の飲料配布、広報活動団扇の配布等

ネイチャーセンター前にテーブル付きベンチが２基ある
が、そのうちの１基が経年劣化により木材が朽ちてきて
おり、公園利用者が座るとケガの恐れがある状態である
ため、耐久性に優れたテーブル付きベンチを寄贈する。

2003年12月、国際ロータリー創立100周年記念社会奉仕事
業として「桜の苗木100本植樹」。近年桜の名所となる程
に見事な桜並木になりました。2022-23年度「りんりんロー
ド桜プロジェクト」として植栽剪定を行いましたがその際
対応出来なかった桜の手入れを実施したく申請しました。

里山整備事業を通じての環境保全、地域社会貢献、青少
年育成及び国際交流事業を実施する。
支出内容 彼岸花球根購入費、植え込み地整備費等

石岡市の由緒ある旧町名を後世に伝える為、クラブ創設
以来約10年をかけて旧市街17町の石碑を各地域に建立
し、石碑の位置を示したメモリアルアトラスを石岡駅に
設置した。今回、経年劣化したメモリアルアトラスの新
製し、あらためて市民の郷土愛の育みに寄与する。
土浦市の玄関口である市役所前大屋根広場に設置してい
るクラブのプランターに季節の草花を植え、観光名所の一
つである小町の館前田んぼにレンゲの種を蒔くことによ
り、来訪者の満足度を高め、市の観光活性化に寄与する。

筑波大学の大学院生に対して学業に専念できる環境作り
の為に奨学金を給付し、社会に貢献・奉仕できる人材の
育成を目的とします。

警察の仕事を実際に見学・体験する事で防犯意識を高め、
警察官と交流することで安心・安全な町が警察官の努力
の基にあることへの感謝の気持ちを育み、自らも安心・
安全な街づくりに参加しようという心構えを児童及び保
護者に備えてもらう
土壌改良剤を使って地元農家の田畑の環境を３年かけて
改善し、自然災害に強く、収穫量を増やし、栄養価が高い
農作物を作り無料塾子ども食堂に寄付する。地域環境、
農家、子ども塾を元気にするプロジェクト

活動の内容
第 ６ 分 区
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701

No

702

703

704

705

竜ヶ崎

クラブ名

基本的教育
と識字率向
上

活動の種類

地域社会の
経済発展

基本的教育
と識字率向
上

地域社会の
経済発展

基本的教育
と識字率向
上

第39回（令和８年度）竜ケ崎ロータリー
カップ
2027/2/1-2027/3/22

プロジェクト名・日程

ポリオ撲滅募金および詐欺防止啓発プロ
ジェクト
2026/7/1-2027/6/30

UNSAMの広報活動支援
2026/7/1-2027/3/31

軟骨伝導集音器寄贈プロジェクト
2026/10/5

留学生の日本文化体験会
2026/10/1-2026/12/31

近年憂慮されている少子化に伴い子供たちの健全な育成をサ
ポートするため、小学生サッカー（男女混合）大会及びミニ
バスケットボール（女子）の大会を開催することを目的とす
る。なおスポーツ振興を図るため招集範囲を竜ケ崎市のみな
らず、県外を含めた近隣市町村に拡大し参加チームを募る。

活動の内容

常総市、つくばみらい市および守谷市のイベントにて、

常総警察と共同で詐欺防止啓発活動を実施する。

取手市で不登校・障害・貧困・高齢者・外国人等に寄り
添うUNSAMの活動を広く発信するためスタディーツア
ーやこども桜まつりを取材したPR動画作成費を支援す
る。

牛久市役所より要請のあった軟骨伝導集音器及びイヤホ
ンセットを、市役所総合窓口、社会福祉課受付、高齢福
祉課受付などに設置し、難聴者とのコミュニケーション
を円滑にする。

国際交流事業として留学生中心の青少年を対象に、つく
ば宇宙センターを見学し科学技術について留学生と意見
交換し文化の相互理解を深め、また３千年以上の歴史を
もつ「つくば神社」を参拝し我が国の伝統文化を伝える。

水海道

取　手

牛　久

龍ケ崎中央

第 ７ 分 区

801

No

802

803

804

805

鉾　田

クラブ名

地域社会の
経済発展

活動の種類

基本的教育
と識字率向
上

環　境

地域社会の
経済発展

基本的教育
と識字率向
上

鉾田地区中心街にぎわいプロジェクト
2026/12/1-2027/1/31

プロジェクト名・日程

ランドセル支援活動
2026/10/1-2027/3/31

“うたごみ拾い In 霞ヶ浦　―歌って歩いて、少
し拾って、みんなで交流する秋の水辺イベント―”
2026/10/18

2026ロータリー朝市
2026/7/1-2027/5/31

2026ロータリーカップ
鹿嶋市サッカーリーグ U-10
2026/7/1-2027/3/31

当地区は、高齢化、少子化などによる居住者人口の減少により地
域の賑わいが失われ、中心市街地から人々の声が少なくなりつつ
あります。これの解消の手助けになればと本事業の実施により、
賑わいを取り戻していきたという願いで始めました。支出内容 
イルミネーション事業協賛費、一般市民参加者へのお餅・お菓子等

活動の内容

児童福祉施設及び保育園に在籍する入学準備品の購入困

難な新小学１年生の子供にランドセルを寄贈する

霞ヶ浦の水辺を舞台に、子どもたちと保護者、地域の大
人が一緒に自然に親しみ、環境について考える交流型イ
ベントを開催する。本企画では、歌いながら水辺を歩き、
景色や季節の変化を楽しみつつ、道中で目についたごみ
をみんなで拾う「うたごみ拾い」

当地域は昔から漁業と農業を主産業として栄えてきまし
た。地域の発展は、これらの産業の更なる振興を図るこ
とが重要です。朝市の開催により、地元産業に対する理
解を更に深め、街の活性化、住民の交流を深める一助を
目的とする。

鹿嶋市サッカースポーツ少年団が主催するサッカーリー
グをサポートする。少年サッカーの普及とスポーツを通
じて健康・健全な精神を育み地域社会の活性化を図る。

鹿島臨海

玉　造

波　崎

鹿島中央

第 ８ 分 区
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2750
2530
2670
2750
2780
2790
2820
2770

2770
2550
2520
2590
2590
2750
2710

計15件

東京成城新
いわき小名浜

坂東東
東京西
秦野中
千　葉

つくば学園
戸　田

越谷北
宇都宮90
古川東

横浜鶴見北
横浜西

東京銀座
尾　道

椎名　芳子
志賀　利彦
南保　正義
辰野　克彦

小野　良太郎
梶原　　等
大野　治夫

金井　洋太郎

小林　光則　
飯村　愼一　
早坂　竜太　
藤林　直美　
金杉　　誠　
服部　悦子　
吉原　久司　

地区 地区クラブ クラブ寄付者 寄付者
2026年５月19日～６月24日　確認分（敬称略、寄付、誓約日順）

境RC

田中　利宏
■入 会 日
2026年７月16日

■職業分類
建築設計

牛久RC

佐藤　盛恵
■入 会 日
2026年７月６日

■職業分類
自動車販売・修理

境利根川RSC

染谷　正臣
■入 会 日
2026年７月16日

■職業分類
農　業

牛久RC

大津　智大
■入 会 日
2026年７月６日

■職業分類
金属加工

日立北RC

鈴木　賢昭
■入 会 日
2026年７月29日

■職業分類
化学加工

つくばサンライズRC

田邉　瀬戸
■入 会 日
2026年７月８日

■職業分類
文具卸売業

友部RC

坪松　　徹
■入 会 日
2026年７月２日

■職業分類
柔道整復師業

新　会　員　紹　介

大口寄付

当地区　大野パストガバナーが掲載されました！

（一括１００００ドル以上のご寄付、ご誓約）

財団室NEWS   7 月号より



− 15 −

クラブ名 クラブ名

クラブ名

クラブ名

RAC名RAC名

地区合計

クラブ名

クラブ名

クラブ名

クラブ名

１. ロータリークラブ会員数

国際ロータリー第2820地区

2026-27年度

会 員 増 強 報 告

２. ローターアクトクラブ会員数	

日　立 那珂湊大洗

古　河

鉾　田

古河地区水　戸

石　岡

下　館

竜ヶ崎

水　戸

日立南 常陸太田

境

鹿島臨海

土　浦下　館

土　浦

結　城

水海道

笠　間

高　萩 大　子

岩　井

玉　造

茨城県北つくば学園

土浦南

下　妻

取　手

水戸西

北茨城 勝　田

古河東

波　崎

笠　間土浦南

つくば学園

しもだて紫水

牛　久

水戸南

日立港 東海那珂

古河中央

鹿島中央

合　計

石岡87

筑西きぬ

龍ケ崎中央

友　部

日立北 ひたちなか

合　計

合　計

土浦中央
つくばシティ
阿　見
つくばサンライズ

合　計合　計

合　計

水戸東

日立中央 合　計

水戸好文

合　計

茨城RE
合　計

期首会員数 期首会員数

期首会員数

期首会員数

7/1会員数7/1会員数

期首会員数

期首会員数

期首会員数

期首会員数

期首会員数

56 23

47

27

　48

1751

16

20

34

120

34 41

35

39

　54

44

24

45

19

25 26

9

7

　514

84

57

15

65

25 26

41

15

　26

114

48

33

73

32 34

50

17

48

23

15

11

20

33 22

182

105

11
54
23
17

386164

138

60

16 172

17

221

9
383

3 　0

　0

　0

　48

　35

　−1

0

0

0

　1 　1

　1

　1

　14

　−1

0

0

1

0 　0

　0

　0

　515
8

　1

0

0

0

　3 　0

0

　0

　2

　0

0

2

4

　0 0

　4

　0

47

　0

1

0

1

　1 　9

　5

　1

　0
　1
　0
　1
　11

2

1

0 　10

0

　8

0
7

59 23

　47

　27

　1786

15

20

34

　120

35 42

36

　40

43

24

45

20

25 　26

　9

7

85

57

15

65

28 　26

　41

　15

　114

48

35

77

32 　34

　54

　17

23

16

11

21

34 　31

　187

　106

　11
　55
　23
　18

　387165

140

61

16 　182

17

229

9
390

8/23会員数 8/23会員数

8/23会員数
8/23会員数

8/23会員数

8/23会員数

8/23会員数

8/23会員数

8/23会員数

純　増 純　増

純　増

純　増

8/23会員数8/23会員数

純　増

純　増

純　増

純　増

純　増

第
１
分
区

第
２
分
区

第
４
分
区

第
８
分
区

第
６
分
区

第
５
分
区

第
７
分
区

第
３
分
区

○データは8/23現在のMy ROTARYに基づく

2026年8月23日現在
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9月スケジュール
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

　

27

28

29

30

　

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

日

月

火

水

　

ひたちなかRC

土浦中央RC

水戸好文RC

　

　

　

　

鉾田RC

日立北RC

水戸東RC

　

RAC合同

竜ヶ崎RC

鹿島中央RC

古河RC

　

　

 

取手RC

勝田RC

　

　

牛久RC

大子RC

8月号編集後記9月号編集後記

　７月28日に発生した熊本地震、そして８月13日、千葉県での集中豪雨により、被災された皆様に心

よりお見舞い申し上げます。全ての皆様の安全を願うばかりです。

さて、ガバナー月信委員会では、不慣れな作業に追われたおりますが、皆さんにいい記事をお届けで

きるようがんばります。月信９月を最後まで拝読いただき有難うございました。

土
ガバナー補佐・総括委員長合同会議

古河中央RC30周年
26

  ［第2820地区
　　　　　公式LINE］

　　地区からの
　　　お知らせを
　　　　配信しています。


